
休日救急歯科診療所
（総合保健福祉センター内）☎27－8620
日曜日、祝日：９時～12時、13時～16時
（受付終了時間15時30分）
休日夜間急病診療所
（総合保健福祉センター隣）☎27－1208
平日：20時～23時　土曜日：20時～翌朝７時
日曜日：14時～18時、19時～23時
祝日：９時～13時、14時～18時、19時～23時

休日当番医など休日当番医など（６月１日～７月15日）

☎024－521－3790または♯8000（プッシュ回線・携帯電話）
毎日　19時～翌朝８時

※休日当番医の場合は、左
　表に記載しています。休日 診療協力医

ときわ会常磐病院（常磐上湯長谷町）
９時～15時　　　　　　　　 　☎43－4175

【泌尿器科】

【精神科】

【眼科】

※変更となる場合がありますので、事前に当番医
　療機関、または消防署（☎23－0119）へお問
　い合わせください。市ホームページでも公開し
　ていますので、ご覧ください。

新田目病院（平上荒川）
10時～16時　　　　　　　　 　☎28－1222

中央台たなか眼科（中央台高久）
９時～14時　　　　　　　　 　☎29－1722

７
月
２
日
㈰

９
日
㈰

25
日
㈰

18
日
㈰

６
月
４
日
㈰

11
日
㈰

平 谷 川 瀬

小 名 浜 住 吉

勿 来 町

常磐上湯長谷町

中 央 台 高 久

小 名 浜 大 原

錦 町

常 磐 湯 本 町

平 五 色 町

平 豊 間

泉 町 滝 尻

植 田 町

常磐下湯長谷町

平 上 荒 川

小名浜南富岡

錦 町

常 磐 関 船 町

中 央 台 高 久

鹿 島 町 走 熊

錦 町

常磐上湯長谷町

中 央 台 高 久

小 名 浜 大 原

勿 来 町

常 磐 湯 本 町

９時～17時

９時～14時

９時～14時

９時～17時

９時～17時

９時～17時

10時～16時

８時30分～11時30分

９時～14時

９時～17時

９時～17時

山内クリニック
ふかや耳鼻咽喉科
なこそ病院
ときわ会常磐病院
中央台たなか眼科
中村病院
こうじま慈愛病院
いわき湯本病院
長谷川整形外科医院
坂本整形外科医院
泉中央クリニック
櫛田病院
春山医院
新田目病院
磐城中央クリニック
呉羽総合病院
箱崎医院
中央台たなか眼科
やまぐち整形外科
呉羽総合病院
ときわ会常磐病院
中央台たなか眼科
中村病院
なこそ病院
いわき湯本病院

25－8181
58－1187
65－7755
43－4175
29－1722
53－3141
63－5141
42－3188
25－5691
38－2830
56－6677
63－3202
44－4011
28－1222
53－3511
63－2181
42－3131
29－1722
29－7000
63－2181
43－4175
29－1722
53－3141
65－7755
42－3188

４日、18日、25日６月

４日、11日、18日６月
２日、９日７月

11日、18日、25日６月
９日７月

４日、18日６月
２日７月

休日 当番医 ※症状によっては、専門外となる場合もありますので、
　不明な場合は、当番医療機関にお問い合わせください。

※このほかにも休日に診療している医療機関があ
　りますので、あらかじめかかりつけの医療機関
　などで確かめてください。

●
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　●
コ
ン
ビ
ニ
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　●
救
急
車
は
適
正
に
利
用
し
ま
し
ょ
う

【内科】
山口医院（平作町）
９時～17時　　　　　　　　　☎24－1811

日曜 小児専門当番医 9時～12時

４日

11日

18日

25日

２日

９日

６
月

７
月

58－5505

28－8686

25－1170

56－6336

63－0001

26－5551

鹿 島 町 久 保

郷 ケ 丘

平 南 町

泉 町

東 田 町

内 郷 御 厩 町

しがこどもクリニック

やまぎわこどもクリニック

渡辺クリニック

こどもクリニックすずき

おおはらこどもクリニック

相原小児科医院
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休
日
当
番
医
な
ど

県こども救急電話相談

けんこうQ&A

　

産婦人科③脳神経外科医療録③

　
手
根
管
は
、
手
首
の
手
の
ひ
ら
側
に

あ
る
骨
（
手
根
骨
）
と
靱
帯
（
横
手
根

靱
帯
）
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
ト
ン
ネ
ル

の
こ
と
で
、
正
中
神
経
と
指
を
曲
げ
る

九
本
の
腱
が
通
っ
て
い
ま
す
。
手
根
管

症
候
群
は
、
何
ら
か
の
原
因
に
よ
っ
て
、

正
中
神
経
が
手
根
管
内
で
刺
激
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

　
症
状
は
、
人
さ
し
指
、
中
指
の
し
び

れ
や
痛
み
か
ら
発
症
し
、
次
第
に
親
指

か
ら
薬
指
（
正
中
神
経
の
支
配
領
域
）

ま
で
拡
大
し
ま
す
。
明
け
方
の
起
床
時

な
ど
に
手
の
痛
み
や
こ
わ
ば
り
が
強
く

な
る
傾
向
が
あ
り
、
手
を
振
る
と
軽
く

な
り
ま
す
。
悪
化
す
る
と
、
親
指
の
付

け
根
の
筋
肉
が
痩
せ
て
「
Ｏ
Ｋ
」
の
サ

イ
ン
が
う
ま
く
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
手
根
管
の
上
を
打
腱
器
な
ど
で
た
た

く
と
指
先
に
し
び
れ
や
痛
み
が
放
散
す

る
か
、
手
首
を
強
く
屈
曲
さ
せ
る
と
症

状
が
悪
化
す
る
か
ど
う
か
で
診
断
を
行

い
ま
す
。
補
助
的
な
検
査
で
は
、
筋
電

図
検
査
で
正
中
神
経
の
伝
導
速
度
の
測

定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
妊
娠
・
出
産
期
や
更
年
期
の
女
性
に

多
く
発
症
し
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
乱
れ

に
よ
る
滑
膜
や
腱
鞘
の
腫
れ
、
む
く
み

手
根
管
症
候
群

　
頭
部
打
撲
の
診
察
で
最
も
大
切
な
の
は
、

受
傷
の
仕
方
で
す
。
物
が
ぶ
つ
か
っ
て
受

傷
し
た
の
か
、
転
落
や
転
倒
な
ど
頭
部
が

動
い
て
ぶ
つ
か
っ
た
の
か
に
よ
っ
て
、
生

じ
る
け
が
も
、
重
症
度
も
違
っ
て
き
ま
す
。

　
頭
部
が
動
か
な
い
状
態
で
衝
撃
が
加
わ

る
場
合
に
は
、
頭
蓋
骨
が
き
ち
ん
と
脳
を

守
っ
て
く
れ
ま
す
。
骨
折
や
大
き
な
皮
下

出
血
、
た
ん
こ
ぶ
、
耳
や
鼻
な
ど
か
ら
の

出
血
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
だ
け
大
き

な
衝
撃
が
脳
に
加
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
の

で
注
意
が
必
要
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
所

見
が
な
け
れ
ば
大
き
な
脳
の
損
傷
は
な
い

と
考
え
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　
一
方
、
転
落
や
転
倒
な
ど
頭
部
が
動
い

健
康
教
室
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Ｑ
　
更
年
期
女
性
の
食
事
療
法
を
考
え
る

上
で
重
要
な
こ
と
は
何
で
す
か
？

Ａ
　
適
正
な
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
と
栄
養

素
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
更
年
期
に
特
有

な
疾
病
や
症
状
の
治
療
、
予
防
に
必
要
な

特
定
の
栄
養
成
分
を
確
保
す
る
こ
と
で
す
。

　
特
に
更
年
期
に
は
、
基
礎
代
謝
を
主
と

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
低
下
か
ら
、

摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が
過
剰
と
な
る
可
能

性
が
あ
る
一
方
で
、
食
事
摂
取
の
個
人
差

が
大
き
く
な
る
た
め
、
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
の
不
足
や
偏
食
に
よ
る
栄
養
素
の
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
る
場
合
も
多
く
、
注
意

が
必
要
で
す
。

Ｑ
　
具
体
的
な
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

Ａ
　
次
の
点
を
意
識
し
、
一
日
に
三
十
品

目
以
上
、
腹
八
分
目
の
食
事
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

・
適
正
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
摂
取

　
こ
れ
ま
で
の
食
生
活
を
振
り
返
り
、
不

足
気
味
の
栄
養
素
を
補
い
、
過
剰
気
味
の

栄
養
素
を
控
え
て
、
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
量

を
調
整
し
、
標
準
体
重
が
保
て
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
目
安
と
し
て
、
身
長
引
く

一
〇
〇
の
体
重
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

・
良
質
の
タ
ン
パ
ク
質
を
十
分
に
摂
取

　
卵
や
牛
乳
、
乳
製
品
、
肉
、
魚
、
豆
腐

な
ど
の
良
質
の
タ
ン
パ
ク
質
は
、
体
に
必

要
な
必
須
ア
ミ
ノ
酸
や
カ
ル
シ
ウ
ム
を
豊

富
に
含
ん
で
お
り
、
消
化
管
か
ら
効
率
よ

く
吸
収
さ
れ
ま
す
。
特
に
カ
ル
シ
ウ
ム
は

重
要
で
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
の
観
点

か
ら
も
、
一
日
千
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
上
の
摂

取
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

・
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
を
十
分
に
摂
取
す
る

　
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
の
微
量
栄

養
素
は
、
体
内
で
い
ろ
い
ろ
な
生
理
作
用

に
関
係
し
て
い
る
の
で
、
副
菜
と
し
て
十

分
に
摂
取
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ビ
タ

ミ
ン
の
中
で
も
、
特
に
、
卵
黄
や
牛
乳
、

レ
バ
ー
、
緑
黄
色
野
菜
、
果
物
に
多
く
含

ま
れ
る
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｅ
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

し
ゅ

　
　こ
ん

　
　か
ん

が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

他
、
仕
事
や
運
動
に
よ
る
手
の
使
い
過

ぎ
、
手
首
の
け
が
、
透
析
な
ど
に
よ
っ

て
も
起
こ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
手
根

管
の
内
圧
が
上
が
る
こ
と
に
よ
り
、
圧

迫
に
弱
い
正
中
神
経
が
扁
平
化
し
、
発

症
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
手
根
管
症
候
群
と
診
断
さ
れ
た
ら
、

消
炎
鎮
痛
剤
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12
な
ど
の

内
服
薬
や
外
用
薬
の
処
方
、
仕
事
や
運

動
の
制
限
、
局
所
の
安
静
の
た
め
の
外

固
定
、
物
理
療
法
、
手
根
管
内
腱
鞘
内

ス
テ
ロ
イ
ド
注
射
な
ど
の
保
存
的
治
療

が
行
わ
れ
ま
す
。
保
存
的
治
療
で
効
果

が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
や
、
腫
瘍
な
ど

が
原
因
で
あ
る
も
の
は
、
手
術
が
必
要

で
す
。
最
近
で
は
、
小
さ
な
皮
膚
切
開

に
よ
る
手
根
管
開
放
術
や
、
内
視
鏡
を

用
い
た
鏡
視
下
手
根
管
開
放
術
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

更
年
期
女
性
の
食
事
療
法

頭
部
外
傷

て
ぶ
つ
か
る
場
合
に
は
、
そ
の
限
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
頭
部
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
だ

け
で
も
脳
が
動
き
、
血
管
や
神
経
組
織
が

損
傷
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
場
合
に
は
、
一
時
的
に
意
識
を
失
っ
た

り
、
い
つ
も
と
違
う
行
動
を
取
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
見
掛
け
上
は
大
き
な
け
が
が

な
く
て
も
、
意
識
障
害
や
行
動
異
常
が
あ

る
場
合
に
は
専
門
医
受
診
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
外
傷
の
場
合
に
は
、

時
間
が
た
っ
て
か
ら
出
血
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
元
気
で
あ
れ
ば
必
ず
し
も
緊
急

で
受
診
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
念

の
た
め
、
Ｃ
Ｔ
の
で
き
る
施
設
を
受
診
し
、

検
査
を
受
け
た
方
が
安
心
で
す
。

提
供
・
問
い
合
わ
せ

　（
一
社
）
い
わ
き
市
医
師
会
　

　
☎
38
･
４
２
０
１

し
ゅ
こ
ん
こ
つ

お
う
し
ゅ
こ
ん

か
つ
ま
く

こ
　て
い

き
ょ
う
し
　か

が
い

へ
ん
ぺ
い

け
ん
し
ょ
う

き
ん
で
ん

ず

じ
ん
た
い

だ
　け
ん
　き

せ
い
ち
ゅ
う

け
ん


